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Abstract Host plants of Celastrina sugitanii Matsumura were surveyed in the southern part of 
Kanagawa Pref. (Tsukui-town, Sagamiko-town and Hakone-town), where a well-known host plant, 
Aesculus turbinata, is not distributed. Cornus controversa, Phellondendron amurense, Wisteria 
barachybotrys and Robinia pseudo-acacia were confirmed as its host plants in this area, and the last 
two were newly added to the host range of C. sugitanii. 
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スギ タニ ルリ シジミ Celastrina sugitanii Matsumura ti, 関東 に お いて は 千葉 と 茨城 を 除い て 記録 が あ 
り , 離散 的 で は ある が 広く 分 布 し , 成虫 の 採集 記録 な どか ら 南 関東 で は 山梨 方 面 か ら 東京 都 下 を 経て 神 
奈川 まで 分 布 す る こと が 知ら れ て いる (藤岡 , 1975). 神奈 川 県 下 で は , 1960 年 4 月 6 日 に 初め て 1 が 記 
録 (築山 , 1961) され て 以来 , 散発 的 に 記録 きれ て いる が , 丹沢 山塊 に お いて は 1982 年 まで は 東電 沢 札 持 
付近 と 山梨 県 道志 村 , 藤野 町 付近 に 記録 が 限ら ちら れ て いた が , 1988 年 以降 に 愛川 町 ( 岸 , 1989) や 津久井 
町 (山本 , 1996) な どの 各地 で 採集 例 が 見 られ る よう に な っ た (高桑 , 1996). 札 掛 付近 に は トチ ノ キ が 分 
Hi LTV ADC, 本 種 が 記録 きれ た の は 納得 で きる と ころ で ある が , 1988 年 以降 に 記録 が 続出 し て いる 
津久井 町 な ど で は トチ ノ キ Aesculus turbinata Blume は 分 布 し な いた め , な ぜ 本 種 が 分 布 域 を 拡大 する 
こと が で きた の か , また トチ ノ キ の 非 分 布 域 で は 寄主 植物 と し て いっ た い 何 を 利用 し て いる の か と い 
っ た こと が 人 解明 され ず に , 課題 と し て 残さ きれ た まま と な っ て いた . さら に は , これ まで 本 種 が 記録 さ 
れ た こと の な い 県 西部 の 箱根 町 に お いて も , 1998 年 4 月 に 仙石 原 で 多数 の 個体 が 目撃 採集 (金澤 , 1998) 
され て か ら 箱 根 北側 山 薦 の 矢倉 沢 (吉川 , 1998) や 箱根 町 畑 宿 (GEA, 1999) で も 報告 され る よう に な 
っ た . か つて 高桑 (1996) は , [スギ タニ ルリ シジミ は 本 当 に 箱根 に は いな い の か ?| と 題し て 問題 提起 
を 行っ た が , 奇しくも その 2 年 後 以 降 箱根 町 で も 津久井 方 面 と 同様 に 成虫 の 記録 報告 例 が 続出 し, 神 
奈川 県 西部 や 北西 部 に お ける 本 種 の 分 布 拡大 が 現実 の あの と な っ て きた . 本 種 の 寄主 植物 と し て は 
本 州 で は 多く の 地域 で トナ ノ キ が 主要 な 食 樹 と され , トチ ノ キ の な い 生 人 息 地 で は ミズ キ Cornus con- 
troversa Hemsl. か ら 幼 虫 が 得 ら れ て いる (福田 ら , 1984) が , 関東 南部 に お いて トチ ノ キ が 自生 し な い 地 
域 で の 食 樹 は まだ 明らか で は な い . 今 回, トチノキ 非 分 布 城 で ある 神奈 川 県 津久井 町 な ら び に 箱根 町 に 
お いて 本 種 の 食 樹 探索 を 試み , 新た な 知見 を 得 た の で , 本 報 で は その 結果 に つい て 報告 する . 
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ミズ キ 花 穂 の 採取 (津久井 町 伊勢 沢 : 2004 年 $ 月 8 H). 

スギ タニ ルリ シジミ 幼虫 の 探索 . 

ミズ キ か ら 発 見 され た 老 吾 幼 虫 . a: 幼虫 発見 時 の 養 の 状況 . b: BH. c: 側面 . 

ヤマ フジ か ら 発 見 され た 中 齢 幼虫 . a: 幼虫 発見 時 の 状況 (矢印 : 幼虫 ). b: 背面 (ミズ キ 
JER EIA). c: 側面 (ミズ キ 花 募 飼育 ). 
SZARO ( 右 ) と ヤマ フジ 由来 の 幅 ( 左 ). 

ハリ エン ジュ 由来 の 終 齢 幼虫 (4) 上 师 (b). 
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加 7. F-\ TSE ORM (箱根 町 上 湯 : 2005 年 5 月 15 H). 
図 8. キハ ダ か ら 発 見 され た FS (中 央 ). 

図 9。 EN PFET AE DINO ie. 

10. キハ ダ 幼 募 を 食べ て v2 (側面 ). 

















材料 お よび 方 法 





1. 津久井 町 で の 調査 方 法 


調査 場所 は , ト チノ キ の 非 分 布 域 に 該当 する に も か か わら ず , 近年 本 種 成 中 に つい て の 記録 が 報告 され 
て いる (山本 , 2003, 2004) 神奈 川 県 相模 原市 (当時 は 津久井 郡 ) 津久井 町 水沢 川沿 い の 伊 勢 沢 (標高 約 
350-400 m 付近 ) を 選定 し た . 2004 年 3 月 8 日 な ら び に $ 月 13 日 の 2 日間 に わた っ て , この 時 期 に 現地 林 
道 沿い で 花期 を 迎え て いた ミズ キ (ミズ キ 科 ) を 主体 と し て ヤマ フジ Wisteria barachybotrys Sieb. et 
Zucc. (マメ 科 ) や ヤブ デマ リ Viburnum plicatum Thunb. var. tomentosum (Thunb.) Miq. (スイ カズ ラ 科 ), 3 
ツバ ウツ ギ Staphylea bumalda (Thunb.) DC (ミツ バウ ツ ギ 科 ) な ども 本 種 の 食餌 植物 と し て 利用 され 
て いる 可能 性 が 考え られ た の で , これ ら の 花 や 花 甘 を 多数 採取 し た . 採取 時 は 付着 S し れ な 
い 幼 虫 が 花 な どか ら 落 下 し な いよ うに , 高枝 灸 や 衣 定 銃 を 用 いて で きる だ け 慎 重 に 切り 取っ て か ら 
( 図 1, な る べく 振動 を 与え を な いよ うに 配慮 し な が ら 採 取 物 を 大 型 の ゴミ 袋 に 場所 別 , 植物 別に 分 別 し 
て 保管 し た . 現地 で は ミ a e e 
の , 林道 に 沿っ た 調査 範囲 の 及ぶ 場所 で は , 今回 は 1 箇所 か ら の 採取 に 限定 され て し まっ た . これ ら の 
花 は 実験 室 に 持ち 帰っ て , ARH LI に 敷い た 白紙 の 上 ! ee ee 
並べ て (M2), 翌日 以降 , 紙上 に 落ち た 幼虫 の 糞 な ど を 手がかり IC, DEORAO. 
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2. 箱根 町 で の 調査 方 法 


足柄 下 郡 箱根 町 で は 1998 年 に 仙石 原 で 成虫 の 初 記録 が 報告 され て 以来 , 町 内 の 数 箇所 か ら 成 虫 の 記 
録 が 報告 され て いる が , 記録 地 の 中 で も , 発見 以来 毎年 の よう に 安定 し た 成虫 の 目撃 記録 (高橋 , 2002; 
白土 , 2003; 三川 , 2005) が ある 箱根 町 上 湯 (As PRR: 標高 約 750 m 付 近 ) を 標的 地 と し て 選 
EL, 1 季 に 3 度 に 理 る 食 樹 探索 調査 を 実施 し た . 調査 日 は , 2005 年 15H, 同年 5 月 29 日 お よび 同 
年 6 月 $ 日 の 3 回 で ある . 調査 場所 の 台 ヶ 岳 の 林道 沿い に は , ミズキ や ミツ バウ ツ ギ な ど が 散見 で きた 
が , 標高 が 高い せい も あっ て か 3$ 月 で の 調査 時 点 で は , まだ ミズ キ は 青い 墓 か ら せ い ぜ い 2 分 咲き 程 
度 し か 花 が な い 状 態 で あっ た . これ まで 成虫 が 記録 きれ て いる の は , 林道 の 中 ほど に 道 に 並列 し て 点 在 
する キハ ダ Phellondendron amurense Rupr. の 大 木 付近 の 路上 な ど で 吸 水 し て いる 場合 が 多い よう で , 
オス だ け で な く メ ス も 記録 され て いる た め , キハ ダ の 花 礁 は 要 注 意 と 考え て いた . 現地 で は 優先 的 に ミ 
ズ キ と キハ ダ の 花 や 輩 を 採取 する こと を 試み た . 


現地 の ミズ キ や キハ ダ の 木 は 樹高 が すべ て 8-10 m 以上 も ある 高木 ば か り の た め , 持参 の 6 m の 高枝 
PECL PEAS IZ 72 FBI BEA LEDS, ミズ キ と それ に 隣接 する よう に し て 並列 し て いた キハ ダ の 下 枝 
DRIED 5, それ で も や っ と の こと で 花 や 花 玲 を 採取 し た (岩野 , 2005) ( 図 7). HOI TESTER 
は , 津久井 町 で の 調査 方 法 と 同様 に 実験 征 上 に 白紙 を 敷い て か ら ー つ ずつ 丁寧 に 並べ て 養 を 手 が か 
り に 幼虫 の 発見 に 努め た . 





結果 お よび 考察 


1. 津久井 町 で の 食 樹 


今回 調査 対象 と し た 採取 植物 は , ミズ キ (ミズ キ 科 ), ヤマ フジ (マメ 科 ), ヤ ブ デ マリ , コ ツク バネ ウツ ギ 
Abelia serrata Sieb. et Zucc., ハコ ネ ウ ツ ギ Weigela coraeensis Thunb.( ス イカ ズラ 科 ), ミツ バウ ツ ギ (ミツ 
バウ ツ ギ 科 ) の 4 科 6 種 で あっ た が , これ ら の 植物 の 中 で Celastrina 属 幼虫 が 発見 され た 植物 は . ミズ 
キ な ら び に ヤマ フジ の 2 種 で あっ た ( 表 1). ミズ キ の 花穂 か ら は すでに 赤色 を 呈し た 前 暴 前 の 老 副 幼 
虫 2 頭 ( う ち 1 頭 は , 発見 時 に 誤っ て 実験 重 上 か ら 落 下 し た 踏 死 個体 と し て 発見 ) を 初め て 発見 で きた 
( 図 3a-c) が , この 幼虫 は 遇 化 場所 を 求め て 白紙 上 を 盛ん に 動き 回 っ て いて 落ち 着 か な か っ た . さら に ヤ 
マフ ジ か ら も , 落花 内 に 洪 ん で いた 黄 白 色 の 中 齢 効 虫 3 頭 を 発見 し た ( 図 4a-c. すべ て の 幼虫 は ミズ 
キ の 花 や 幼 果 を 与え て 順調 に 生育 し , 前 遇 時 に 病死 し た ヤマ フジ 由来 の 1 頭 を 除い て , 計 3 頭 が 無事 
(CWA Kc FB > 7 (5). 


また ミズ キ の 花 に は 本 種 と 同属 の ルリ シジミ 幼虫 2 頭 も 洪 ん で いた が , CD 2 FAO MBAR ISEB RAR IC 
人 る こと な く , それ ぞ れ 5 月 31 日 に 1?, さら に 6 月 4 日 に 1 ゃ が 羽化 し た ( 表 1. さて , 3 頭 の 遇 は 大 切 





表 1. 採取 し た 植物 と 発見 され た Celastrina 属 効 虫 の 内 訳 . 








受取 植 花穂 ・ 発見 され た 幼虫 数 
EA 小 校 数 ルリ シジミ スギ タニ ルリ シジミ 





津久井 町 : 2004 年 5 月 8 日 

ミズ キ (ミズ キ 科 ) - 2 0 

ヤブ デマ リ (スイ カズ ラ 科 ) - 0 0 

ヤマ フジ (マメ 科 ) ー 0 3 (1 頭 は 病死 ) 
津久井 町 : 2004 年 5 月 13 日 























ミズ キ (ミズ キ 科 ) 225 0 2 (1 頭 は 踏 死 ) 

コツ ク バ ネ ウ ツ ギ ( ス イカ ズラ 科 ) 53 0 0 

ハコ ネ ウ ツ ギ ( ス イカ ズラ 科 ) 48 0 0 

ミツ バウ ツ ギ (ミツ バウ ツ ギ 科 ) 73 0 0 
相模 湖 町 : 2004 年 $ 月 上 旬 

ハリ エン ジュ (マメ 科 ) - 0 1 

計 20 6 (4 頭 が 生存 )* 

*2 BAM {E— 2004 425 H 31H, 1 羽化: 同年 6 月 4 日 ,1 ゃ 羽化. 
*#4 頭 典 化 一 越冬 休眠 . 
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表 2. 箱根 町 に て 発見 され た スギ タニ ルリ シジミ の 幼虫 数 . 
採取 植物 採取 日 20054) FER HBR 幼虫 数 ( 齢 期 ) 




















キハ ダ 5 月 1 日 133 0 
月 29 日 283 10 (1 -2 Ñ$) 
6 月 5 日 293 1 ( 終 齢 ) 
計 709 11 
ミズ キ $ 月 15 日 261 0 
月 29 日 228 0 
6 月 5H 133 0 
計 622 0 





に 管理 し て 越冬 させ た が , 残念 な が ら 3 頭 の 上 踊 と も 翌 春 に 羽化 する こと は な か っ た の で , スギ タニ ル 
リ シ ジ ミ で ある と いう 確定 は で き な か っ た も の の , 幼虫 や 上 嵐 の 形態 な ら び に 成虫 の 羽化 時 期 の 相違 な 
どの 比較 か ら , 今回 発見 し た これ ら の 映 は ルリ シジミ で な く , ほぼ スギ タニ ルリ シジミ と みて 間違い な 
いと 考え て いる . 


2. 相模 湖 町 で の 食 樹 


その 後 の 調 査 で 著者 の 一 人 で ある 梅村 は , 2004 年 $ 月 に 相模 原市 (当時 は 津久井 郡 ) 相模 湖 町 に ある 
相模 湖 ピ クニ ッ ク ラ ンド 内 に お いて , 新た に マメ 科 の ハリ エン ジュ (別名 ニセ アカ シア ) Robinia pseu- 
do-acacia Linn. の 花 よ り , 偶然 スギ タニ ルリ シジミ と 思わ れる 終 和 齢 幼虫 1 頭 を 採取 し た (Moa). この 
幼虫 の 体 色 は 全体 が 淡 褐 色 で , 背 線 は 暗 褐色 , 胴 部 前 半 で 太く , 後方 に 向かっ て 細 ま っ て いた . 側面 に 張 
り 出し た 各 節 の 基線 は 背 方 より 見 る と ルリ シジミ 効 虫 より 丸み が 強く (白水 ・ 原 , 1969), 明らか に ルリ 
シジミ で な く ス ギタ ニル リ シ ジ ミ の 特徴 を 有 し て いた . こ の 幼虫 は ハリ エン ジュ の 花 を 与え る こと で 
無事 に 幅 化 に 至っ た が , ルリ シジミ の よう に 35 月 か ら 6 月 に か け て 羽化 せ ず , HARE IC A o 7% (X 6b). し 
か し , ミズキ 由来 の 個体 や ヤマ フジ 由来 の 個体 と 同様 に , これ も 成虫 の 羽化 に は 至ら な か っ た も の の , 
幼虫 や 由 ぎ の 形態 な ら び に 成虫 の 羽化 時 期 の 相違 な どの 比較 か ら , この 個体 も まず スギ タニ ルリ シジミ 
と みて 間違い な いと 思わ れ た . 


3. 箱根 町 で の 食 樹 


2005 年 の 春期 は 気温 の 低温 傾向 が 続い た 影響 と 調査 地 の 標 高 が 750 m と いう 高 標高 の た め , 植物 の 
生育 が 低地 より 遅れ て いた た めか , 第 1 回 目 の $ 月 15 日 に 調査 地 を 訪れ た 時 に は , 標的 と し た 食 樹 候 
補 植 物 で ある ミズ キ は まだ 濃緑 色 の 董 の まま で あり , さら に キハ ダ に 至っ て は 緑色 を 呈し た 花芽 が 膨 
らん だ ば か り の 固い 幼 甘 で あっ た の で , スギ タニ ルリ シジミ が 発見 で きた と し て も , せい ぜ い 卵 - 若 
齢 幼 氷 で あろ うと 予想 し た . 調査 の 結果 , 白紙 の 上 に 並べ た ミズ キ ( 計 261 花 募 ) と キハ ダ ( 計 133 幼 
蓋 ) から も 幼虫 の 人 糞 を 発見 で きず , 幼虫 は 未 発見 に 終わ っ て し まっ た ( 表 2). も し これ ら が 食 館 植 物 だ 
と し て る , 花期 の 状態 か ら 判 断 す れ ば , スギ タニ ルリ シジミ は 卵 か ある い は 1 齢 幼虫 で ある 可能 性 が 
高い と 思わ れ , ルー ペ な ど を 使っ て よほど 慎重 か つ 丁 寧 に 探索 し な けれ ば 発見 は 困難 で あろ うと 考察 
し た . そこ で 2 週間 後に は 幼虫 も 成育 し て 発見 し や すく な る で あろ うと 考え , 再度 幼虫 の 探索 調査 を 
実施 し た . し か し , 第 2 回 目 と な っ た 5 月 29 日 も . ミ ズ キ は や っ と 淡 黄 色 の 暮 か ら 2 分 咲き 程度 の 状態 
で , キハ ダ の 幼 卓 は や や 大 きく な っ た も の の , まだ 固い まま で あっ た . それ で も 採取 2 日 後に . ミ ズ キ ( 計 
228 花 ・ 花 疾 ) か ら は 幼虫 は 得 ら れ な か っ た が , キハ ダ ( 計 283 0E) の 若い 墓 を 食し て いる 1-2 齢 幼 
虫 を 計 10 頭 発見 する こと が で きた ( 表 2, M8). これ は 神奈 川 県 に お いて キハ ダ (ミカ ン 科 ) か ら 本 種 幼 
虫 が 発見 され た 初 の 事例 と な る (岩野 ,2005 め . WHORES CREE © ELT, 体長 は 約 2- 
4 mm 程 で あっ た . 発見 時 , 幼虫 は 固い 花 上 か 花 梗 に 付い て いて 保護 色 の た め , 発見 は 容易 で は な か っ た . 
また 幼虫 の 発見 と 同時 に 幼虫 が 遇 化 し た ば か り と 思わ れる 卵 の 抜け 殻 も 発見 で きた ( 図 の 9. そ れ に し て 
b, SAZIA CES LIBR LV 4 SAMS, 前 年 2004 年 に 津久井 町 で は 3 月 8 日 時 点 で すでに 老 
熟 幼 虫 期 で や っ た こと と 比較 し て も , 予 想 以 上 の 遅 さ で あっ た が , 高 標高 地 と いう 現地 で の キハ ダ の 花 
期 の タイ ミン グ と ぴっ た り 同 調 し て いた の で , 別段 違和感 は 感じ て いな い . 第 3 回 目 の 調査 と な っ た 
6 月 $ 日 で は , 多 数 の キハ ダ ( 計 293 幼 奮 ) を 調べ た に も か か わら ず , わずか に 1 頭 で は あっ た ( 表 2) が , 
本 種 の 終 齢 幼 中 を 見 つけ る こと が で きた (M10). 幼虫 の 体 色 は や は り 淡 黄 緑 色 - 淡 黄 褐色 で あり , 体 
長 は 約 12 mm 程度 で , 発見 時 は キハ ダ の 雌 幼 募 を 外側 か ら 食 し て いた た め , 発見 は 容易 で あっ た . $ 
虫 の 発見 頻度 が 低く な っ た 原因 と し て , 現地 の キハ ダ の 下 枝 上 の 輩 を 採取 する の に , すでに 高枝 鉄 で 届 
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表 3. スギ タニ ルリ シジミ の 既知 食餌 植物 . 


川 副 BR 福田 ら 仁平 
(1976) (1984) (2004)* 本 研究 








トチ ノ キ 科 

トチ ノ キ O O 〇 
ミズ キ 科 

ミズ キ O 〇 O 
ミカ ン 科 

キハ ダ O O © 
マメ 科 

TZ O 
ヤマ フジ 

ハリ エン ジュ 


* 飼育 時 に 食 樹 と な りう る も の は 除外 し た -. 


OO 





< 範囲 で 産卵 適所 と 思わ れる 募 は 過去 2 回 の 調査 時 点 で ほとん ど と 取り 尽く し て いた こと と 蕎 の 採取 
に 終 和 齢 幼虫 が 地面 上 に 落下 し た 可能 性 も ある た め に , 発見 頻度 が 低く な っ た と 推察 し て いる . キハ ダ 
大 木 の 樹 冠 付近 か ら 幼 葵 を 採取 で きれ ば も っ と 効率 よく 幼虫 が 発見 で きた か も しれ な い . 今回 箱根 
町 で は ミズ キ の 花 や 墓 か ら は 残念 な が ら 幼 虫 が 確認 で き な か っ た が , これ は 時 期 的 に 若 齢 幼虫 期 の た 
め 小 さ な 効 了 虫 が 花 甘 内 に 食 人 し て し まい , 発見 が 困難 で あっ た た め と 思わ れる . また 2005 年 4 月 29 
A, 知人 の 渡 多 野 連 平 さん が 現地 の キハ ダ と 隣接 し て 自生 する ミズ キ の 樹冠 で 産卵 行動 らし き 動 き 
を し て いた メス を 目撃 し て いる こと か ら 推 察し て , ス ギタ ニル リ シ ジ ミ は 箱根 町 で は キハ ダ の みな ら 
ず , ミズ キ も 食 樹 と し て 利用 し て いる 可能 性 は 極め て 高い と みて 間違い な い だ ろ う . キハ ダ の 輩 の 生育 
は きわ め て 遅い よう で , 植物 図鑑 (北村 ・ 村 田 , 1978) に よる と , その 開花 期 は 5-7 月 と 比較 的 遅い の 
で , 通常 は 本 種 の 幼虫 が 食 樹 と し て 利用 する に は 不都合 と 考え られ そう で ある が , スギ タニ ルリ シジミ 
が ヤマ フジ や ミズ キ で は 花 玲 や 花 を 食す る の と は 異な り , キハ ダ で は 花 で な くま だ 固い 幼 甘 を 食し て 
ER は すでに 幼虫 期 を 終え て し まい , 遇 期 に 入る こと が 可能 と な る よう で あ 
る . 神奈 川 県 下 に お いて は 箱根 町 上 湯 付近 の 高 標高 地 で は , 津久井 町 伊勢 沢 林道 付近 の 低 標 高地 に 比 
epee ee 
頃 ま で に 終 齢 と な っ て , その後 踊 期 を 迎え る と 考え られ た . 


今回 の 結果 か ら , 神奈 川 県 で は スギ タニ ルリ シジミ の 食 樹 と し て , ミズ キ (ミズ キ 科 ) な ら び に ヤマ フ 
ジ (マメ 科 ) を 利用 し て いる こと が 判明 し, さら に ヤマ フジ 同様 に マメ 科 植 物 の ハリ エン ジュ も 食 樹 
の 一 つと し て 利用 し て いる 可能 性 が 高い こと が 示さ れ た . さら に それ ら だ け で な く , 本 州 で は 初 の 事例 
と な る キハ ダ ( ミ カン 科 ) に も 寄主 転換 し て 食 樹 と し て 利用 し て いる こと が 明らか と な っ た ( 表 3). ス 
キタ ニル リ シ ジ ミ は トチ ノ キ が 分 布 し な い 神 奈川 県 内 地域 で は , ミズ キ の みな ら ず ヤマ フジ や ハリ エ 
ンジ ュ と いっ た マメ 科 植 物 か ら ミ カン 科 植 物 の キハ ダ に まで 寄主 転換 する こと で , 新天地 へ の 定着 に 
適応 し , さ ら に 分 布 勢 力 の 拡大 を 計っ て いる こと を 示唆 し た . 


静岡 県 下 で も トチ ノ キ の な い 富 士 山西 芳 を 始め と し て 県 中 西部 , 山梨 県 南部 な ど で 新 産地 が 発見 き 
れ た も の の 食 樹 は 不明 の まま で あり , 飼育 試験 に より 踊 に 至っ た 樹木 と し て 供 試 11 種 の 中 で ミズ キ 
の み を 挙げ て いる (諏訪 , 1997). また 長崎 (1997) は 滋賀 県 下 で 母 召 が フジ の 故 へ の 産卵 を 目撃 確認 し. 
合わ せ て 採取 し た 卵 は フジ の 花 で 幅 化 まで 飼育 に 成功 し た こと を 報告 し て いる (長崎 , 1998) の で , 7 
ジ る も 食餌 植物 と みて 差し 支え な いで あろ う . 


わが 国 に お ける スギ タニ ルリ シジミ の 既知 食 樹 と し て は , 群馬 県 で 本 種 の 食 樹 が 初め て トチ ノ キ で あ 
る こと が 報告 (高谷 , 1967) され て 以来 , スギ タニ ルリ シジミ の 食 樹 = トチ ノ キ の 図式 が 出来 上 が っ て し 
まい , その 人 後 各地 で の 詳細 な 追跡 調査 が 行わ れ て こ な か っ た の で は な い だ ろ うか . それ で も トチ ノ キ が 
分 布 し な い 南 九州 で ミズ キ が 食 樹 と し て 追加 報告 され (川副 ・ eu 1976), その 後 九州 の 一 部 地域 で は 

ミカ ン 科 の キハ ダ を 食す る こと が わか り (福田 ら , 1984), さら に に な っ て フジ が 食 樹 と し て 追加 さ 
E eee と が 知ら 
れ て いる (川副 ・ 若 林 , 1976) が , 同じ 春期 に 出現 する スギ タニ ルリ シジミ と て 広い 範囲 の 科 に わた る 
植物 の 花 や 墓 を 食し て も さしたる 不思議 は な いか も し れ な い . 本 種 の 幼虫 を 飼育 し た 時 . ウ ン シ ュ ウミ 
カン Citrus unshiu Marc. や ウツ ギ 類 の 花 を 与え る と 良く 育っ た (岩野 , 未 発表 ) こと か ら 考 ん えて. ミズキ 
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笠 や マメ 科 植 物 だ け で な く , 春季 に 花期 を 迎え る ミカ ン 科 や スイ カズ ラ 科 , ユキ ノシ タ 科 , ミツ バウ 
ッ ギ 科 な どの ウツ ギ 疾 は , 少な く と る も 代用 食 と し て 利用 で きる 価値 が ある こと を 示唆 し て いる た め , 
も る し か する と それ ら の 中 に は , 主要 食 樹 で は な い に し て も 二 次 的 に 食 樹 と し て 転用 利用 し て いる 事例 
が ある か も し れ な い . 今後 は 本 種 の 食餌 植物 と し て , 既知 の トチ ナノ キ ( ト チノ キ 科 ), ミズ キ (ミズキ 科 ), 
ヤマ フジ , ハリ エンジュ (マメ 科 ), キハ ダ ( ミ カン 科 ) 以外 に も , 他 の マメ 科 植 物 あ る い は 春の 同時 期 に 
同 所 で 花期 を 迎え て いる ウツ ギ , スイ カズ ラ 科 植物 な ど に も 寄主 転換 し て , 食 樹 と し て 利用 し て いる 可 
能 性 が 考え られ る の で , 幅広 い 食 館 植 物 の 探索 を 試み る 必要 が ある だ ろう . 





摘 要 


関東 南部 に お いて トチ ノ キ が 分 布 し な い 地 域 で スギ タニ ルリ シジミ の 分 布 範囲 が 拡大 し て いる が , そ 
れ ら の 地域 で の 本 種 の 食 樹 を 明らか に する た め 現 地 調査 を 実施 し た . 神奈 川 県 津久井 町 お よび 箱根 
町 か ら 数 種 植物 の 花 や 花 奮 , 幼 玲 を 持ち 帰り , 幼虫 の 発見 に 努め た . 


津久井 町 で は スギ タニ ルリ シジミ の 食 樹 と し て , ミズ キ な ら び に ヤマ フジ を 利用 し , さ ら に 相模 潮 町 で 
ょ ハリ エン ジュ も 食 樹 の 一 つ で ある 可能 性 が 高い こと が 判明 し た . ま た 箱根 町 で は 新た に キハ ダ の 幼 
募 か ら 多数 の 幼虫 が 見 つか っ た た め , 食 樹 と 認定 し た . 県 内 の トチ ノ キ 非 分 布 域 で は 新 食 樹 に 寄主 転換 
する こと で , 分 布 勢力 の 拡大 を 計っ て いる こと を 示唆 し た . 














本 調査 研究 を 実施 する に 当たり , 現地 調査 に 同行 し て ご 協力 いた だ いた 波多 野 連 平 , 露木 太一 , 脇 一 
郎 , 岩野 美保 お よび 青砥 大 樹 の 各氏 に 対し て 厚く 御礼 申し 上 げ る . また 費 重 な 資料 類 や 材料 類 を ご 提供 
いた だ いた り 有 益 な ご 助言 を 賜っ た 葛 谷 健 , 川田 小男 , 白土 信子 , 大 島 良 美 , 小柴 清 之 , 麻生 紀章 お よ 
び 早 坂 弘 次 の 各氏 に 感謝 申し 上 げ る . 最後 に 調査 を 手伝っ て いた だ いた 日 本 大 学生 物資 源 科学 部 応 
用 昆虫 学研 究 室 の 室 員 の 方 々 に も 御礼 申し 上 げ る 次 第 で ある . 
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Summary 


Recently Celastrina sugitanii Matsumura has spread widely into some areas of the southern Kanto Plain 
where Aesculus turbinata is not distributed. We made a field survey to search for the main host plants for C. 
sugitanii in such areas. We collected young buds and flower buds from several plants in Tsukui-town and 
Hakone-town, Kanagawa, and searched for larvae of C. sugitanii. We found that Cornus controversa and 
Wisteria barachybotrys are the main host plants in Tsukui-town and that Robinia pseudo-acacia is highly 
likely to be another host plant in Sagamiko-town. Furthermore, Phellondendron amurense was confirmed as 
the main host plant in Hakone-town, on the basis of the discovery of some larvae from its young buds. It is 
suggested that C. sugitanii is widely expanding its distribution by converting to new host plants in the areas 
where Aesculus turbinata is not distributed. 
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